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＜連絡事項＞
・治験評価日に治験ファイルがない場合でも、バイタルサイン測定は実施して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・高山　英佐様～臨時薬同内容にて7日分処方となっている。
・船田　泰子様～ハップスター4P処方となっている。娘様よりフェントステープ28枚届いている。
＜安ケ平Ｄｒ診察情報＞
・出河　攻様～下肢や腰部の疼痛訴えありスミルスチック1本処方となっている。
・川井　尚子様～咽頭の腫脹は軽減していることから臨時薬セフジトレンピボキシルは中止となっている。オラドールトローチ4T 4×毎食後、寝る前とFK散3P 3×毎食後が処方となっている。

・居ヶ内　敦子様～家の状況が落ち着いてから退院すること話されている。背部や下肢の疼痛訴えありスミルスチック1本処方となっている。持参薬がなくなる為、臨時薬に変更し4日分処方とし以後定期となっている。
・佐々木　悦子様～AZ点眼液1本処方となっている。
＜深澤Ｄｒ診察情報＞

・石橋　隆夫様～臨時薬同内容にて15日分処方となっている。

・船田　泰子様～胃部不快感や胃痛の訴え聞かれており、臨時薬レバミピドが中止、ランソプラゾールOD(30)1T 1×夕食後に変更となり15日分処方となっている。
・松川　順子様～主治医診察時も臥床したままで返答している。幻視や食思不振は否定しているが、意欲の低下や活気のなさ見られている事から臨時薬ルーラン中止、セパゾン(2)3T 3×毎食後、オランザピンOD(10)1T、ハルラック(0.25)1T 1×就床前に変更となり6日分処方となっている。
・石田　喜明様～臨時薬同内容にて4日分処方、以後定期となる。
・小笠原　笑子様～作業療法導入の指示が出ている。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～昨日準夜帯にて「薬飲まなきゃ耳なし芳一になる」と妄想言動あり。本日は採血結果気にすることあるも、それに関連した妄想言動はない。
・松川　順子様～起床後より日課行わず臥床して過ごし「なんとなく行きたくない」とホールへ出てくるのも拒む様子あり。日中も病棟移動の件について伝えられると「行きたくないです、作業も活動もやりたくないです、何もしたくないです」と一方的な訴え聞かれている。その為、北病棟への移動は見送りとなっている。精神症状の観察をしていくと共に、日課は促していく必要あり。
・川井　尚子様～本日北病棟の見学行っている。収納が少ない事や洗濯機が1台しかないことについて話されているが、他特に不満な様子はなく積極的に質問する様子みられている。入院形態の切り替えをし、北病棟への移動候補となっている為、家族へ確認することとしている。
・高山　英佐様～昨日準夜帯にて不眠時薬服用後も入眠出来ず経過しているも、2時には入眠出来ている。本日は眠そうな様子はなくプログラムも参加出来ている。治験薬服用後、目が眩むことがあると言うも主治医へは昨日伝えており、日課への支障はないと話されている。引き続き精神症状の観察と生活リズムが乱れないように介入していく。
・豊川　登美枝様～昨日早々に入床するも深夜帯にて中途覚醒あり、頓服希望している。頓服はないため臥床していること伝えられるも以後は入眠できず。本日午前は自室にて臥床して過ごされている。診察時、本人より希望あればIFオーダーに不眠時薬を追加するよう主治医へ情報提供していく。
・夏坂　浩美様～活動へ参加するも幻聴あり何度か帰棟する様子みられている。その後、他室や同室者のスペースをのぞき込むことある為、行動に注意していく。

・佐々木　睦子様～下顎や上肢の不随意運動はみられているも日課への支障はなく経過している。昨日の状態について問うも「なんともない」と話されている。
＜作業報告＞

・高山　英佐様～作業棟へ携帯電話を持ち込む事あり。作業中は個人ロッカーへ入れるよう伝えていく。

・佐々木　悦子様～他病棟患者様よりスティックコーヒーを貰い、トイレに隠れて直接口へ流し入れる事あり。物のやり取りに注意していく。

・石橋　隆夫様～作業療法導入後は疲労感訴えすぐに帰棟することあったが、最近は塗り
絵や計算問題を集中して取り組むこと出来ており参加状況は良好である。
